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ABSTRACT 　One 　hundred 　and 　six　pairs　of 　muscles 　are 　found　within 　the　neek
　and 　thorax
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　わが 国の コ オ ロ ギ の 多くの もの は，年 1化生 な い

し 2化生で ，成虫 の 入 手 は
一

定の 時期 に 限 られて い

る。と こ ろが
，

南 西 諸島産 の フ タ ホ シ コ オ ロ ギ

（GrorltUS　 bimocutatus； ク ロ コ オ ロ ギ と も呼ばれ

る） は
，

温度を 24 〜 27 °C に 保 つ と年間数回世代

を交代するの で ， 成虫の 入手は時期を選 ば ず 年間を

通 して 可能で ある （Nishi（曲 and 　MiLtsuurat　1977

； 山 目 と 富岡
，

1983 ） 。

　そ こ で 近年，わ が国の い くつ か の 研究室 に お い て ，

フ タ ホ シ コ オ ロ ギ が直翅 目昆虫の 神経 生 物学的研究

に 好適 な 実験材料 と して 用 い られ る よ うに な っ た

（た とえ ば，下沢 ら， 1977 ；富岡 と山口
，

1979

a ，b　； Tomioka　 and 　Yamaguchi ，1980 ；Sa −

kai　a 磁 Yamaguehi， ユ983 ）。しか しこ れ ま で に ，

フ タ ホ シ コ オ ロ ギ の 神経生物学的研究を進める上 で
，

最も基本と な る筋 肉 系 の 構 造 や そ の 神経支配 に 関す

る ま と ま っ た研究 が 行 わ れ て い な い 。 そ こで
，

われ

わ れは まず頸部 と胸部 に お け る 個 々 の 筋肉 を 同定 し，

そ の 神経支 配 を 調 べ た 。 ま た
， 得 ら れ た 結果 を，こ

　　現住所　 1丿 701− Ol　倉敷市　川崎医科大学

第 二 生 理学教室　 の 753 　山 口 市　山 口 大学 理 学

部生物学教室

れまで に他 の コ オ ロ ギ で 報告されて い る解剖学的知

見 （Voss，1904 ／ 5 ；DuPorte、1920 ；Kutsch，

1969 ） と比 較検討 した 。

材 料 と 方 法

実 験材料　 実験 に は 12時間照明 ，
12 時間暗 ・

室 温

約 27 ℃ の 条件下で 累代飼育 さ れ た フ タ ホ シ コ オ ロ

ギ （GrPtllUS　 bim7cutatus）の 成虫 を 用 い た。一
般

に，雄 の 頭 部，頸部，前胸，中胸 は 雌 の そ れ らよ り

も大きい が ，筋肉系の 基本構造 や 神経の 走行 に つ い

て は，性差 は認 め られ なか っ た 。

　筋肉 系お よび神 経 系 の 解剖 筋肉系 や 神経系 の

形態学的観察は，成虫を 80％ エ チ ル ア ル コ ール で

2 〜 3 日 間固定 した後，背板を正中線 に沿 っ て切 り

開き，実体顕微鏡下で 注意深く解剖す る こ とに よ っ

て 行 っ た 。 神経 の 細 か い 分枝を観察する場合 に は，

炭酸 ガ ス で麻酔 した 動 物 を 解剖 し，脂肪や 血管を取

り除 い て か ら2 〜 3 度生理 塩溶液 （Fielden，1960）

で 体液 を洗 い 流 した 後 ，
神経系 ve　2 ％ メ チ レ ン ブ ル

ー
溶液 で 生体染色 （Pantin ，

1959 ）した 。 神経走

行 が メ チ レ ン ブ ル ー溶液に よ る生体染色法を用 い て

もな お不明瞭 なもの に つ い て は
，

調べ よ うとす る神
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Fig ・L　 Th ・ m ・ s ・ul ・t・ ・e　i・ むh・ ・ight・half ・f　th・ neck ・ and ・th・ ・ax ．M ・di…   ti・・
1
　Vi・ w ・ d

　　from　the　inside　fol】owing 　the　removal 　of　the 蓋eft 　side ．　The 　museles ，89b 　and 　118b
　　drawn　in　broken 　lines　are 　located　in　the　laterals　of 　the　museles ，89a　and 　118a ，　re ・

　　spectively ．　The 　middle 　part　of 　the　muscles ，81a
，
b

，
112a 　and 　b　are 　omitted 　to　show

　　the　attachments 　of 　other 　muscles
，
　The　broken　Hnes “

バ and
“ b” jndicate　the　level　of

　　h・伽 ・t・lse ・ tbns 　sh ・ wn 　in　Fig・3・CS
，

・ ervical ・ s ・1・・ibe；C ・ 1
， 〔iX2　and 　 Cx3 ，　first，

　　second 　and 　third　coxae ；EP，　 episternum ；H，　head ；Msn ，　mesonotum ；Mtn ，metanotum ；

　　NM
，　neck 　membrane ；Phl　and 　Ph2 ，　first　and 　second 　phragmata ；Pn，　Pronotum；PoR ，

　　 post   cipital 　ridge ．

経束を選択的 に コ バ ル ト染色す る こ と に よ っ て．そ

の 走 行径路を追跡 した 。 染色手順 は 次 の 通りで あ る。

q炭 酸 ガ ス で麻酔 した動物か ら，染色 しようと す る

神経束をで き る だ け長 くつ けた 状態で 食道 下神経節

か ら後胸神経節まで の 神経系を遊離す る 。   ワ セ リ

ン壁 で 2 つ の プ ー
ル に 仕切 られ た 容器 の

一
方 の プ ー

ル に 生 理 塩溶液を，他方の プール に 15％塩化 コ バ ル

ト溶液を満たし，ワ セ リン 壁を通 して 染色 しようと

す る神経束 の 断端部を塩化 コ バ ル ト溶液中に
，

他 の

神経系を生理 塩溶液中 に 浸す 。 （3）標本を そ の まま冷

蔵庫中 （約 5 ° C）sc　8 〜12 時間放置する 。 次 に ，標

本を 硫化 ア ン モ ニ ウ ム を ユ〜 2滴 ， 滴
ー
ドした生 理 塩

溶液中 に 数分間浸 した後，生理 塩溶液 で 数回洗浄 し，

70％ エ チ ル ア ル コ
ー

ル で 固定す る。　 〔4脱 水，透 徹

封入 して 検 鏡す る 。

筋 肉の 機能 的 同定　個 々 の筋肉の機能 は，筋肉

を 直接電気刺激する こ とに より，また は 動物が静止

あ るい は飛翔時に おけ る筋肉の 自発的な電気的活動

や
，

光
， 音刺激 に 対す る電気的応答 を 誘導する こ と

に よ っ て 調 べ た 。

　電気刺激は 動物 を炭酸ガス で 麻酔後，部分的 に ク

チ ク ラ を除去す る こ とに よ っ て，あ る い は胸部 の 隔

壁 に 沿 っ て 切断する こ とに よ っ て 露出 した筋肉に ，

双 極 型 の 銀電極 （直径， 1GO μ 雕 ）を接触 し
，

電 子

管刺激装置 （Nihon　K 〔｝den，　MSE − 3R ）か らの 矩

形 波パ ル ス を ア イ ソ レ
ー

タ を介 して 通電する こ とに

よ っ て 行 っ た 。

　頸部筋肉か ら電気的活動を誘導す る場合 に は，ま

ず動物 の 頸部を伸ばす よ うに 頭部背面 と前胸背板 と

を金属棒 に コ ロ フ ォ ニ ウ ム ワ ッ ク ス で 接着固定 し
，

次 い で そ の 金 属棒を動物 の 体が水平 に な る よ うに支

持台 に 固定 した後，頸部外膜 を部分的 に 切除 して 頸
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Flg．2．　 The 　outer 　musculature 　in もhe　right 　half　of　the　neck 　and 　thorax 　v 減 ble　following

　　 the　 removal 　of 　musc 生es　shown 　in　Fig．1．　Median 　seetion 　viewed 　from 　the　inside．　The

　　smaLl 　 muscle ，64x 　 drawn 　in　a　 broken　line　is】  ated 　jn　the 　lateral　 of 　the　museles
，

　　 68c　and 　71d2 ．　The 　broken　lines ‘‘
a

”

and
‘‘b” indlcate　the 　level　ofhorizontal 　s  tions

　　 shown 　 in　Fig．3．　Ba
，
　basalare ； PIR2　 and 　PIR3 ，　second 　and 　third　 pleural　ridges ；Sa ，

　　 subalare ；Stl　 and 　St2，　fjrst　and 　seco 皿 d　stigmata ，　For　other 　abbreviations
，
　see 　Fig，1．

部筋肉を露出 した 。 頸部筋肉 の 電気的活動は，記 録

電極と して 3M 酢酸カ リウ ム を満 た した ガ ラ ス 微小

電極を露出した筋肉に
，

不関電極 と して 直径約 100

μm の タ ン グ ス テ ン 線を頸腔内 に そ れ ぞ れ刺入する

こ と に よ っ て 誘導され た 。 胸部筋 肉か ら電気的活 動

を誘導する場合に はp 前胸背板 の みを金属棒 に接着

して 動物 を 固定 （他 の 固定 法 は 上記 と同様） した 後，

胸部側板 上 に 小穴 を あ け，そ の小穴を通 じ，記録電

極 と し て 先 端 部 を除 い て ポ リス チ レ ン を塗布 して 絶

縁 した直径 100 μ 規 の ス テ ン レ ス ス チ
ール 線 を 筋肉

に刺入 し，不関電極 と して 直径 10011m の エ ナ メ ル

銅線 を腹腔内 に 刺入 した。

　誘導 され た筋肉の電気的活動は オ シ ロ ス コ ープ

（Nihon　Koden ，VC − 7＞で 観察 し，特 に，胸部筋

肉か ら の 電気的活動を誘導観察した 後 は
，

記録 電 極

を介 して 1μA 程度 の 通電を行 っ て か ら動 物 を解 剖

し，通 電 に よ っ て 生 じ た 焼傷部位 を 確 認する こ とに

よ っ て ，電気的活動 の誘導された筋 肉を同定 した 。

また 場合 に よ っ て は
， 記録電極 に 約 α1μ Aの 電流を

通電 して 鉄 イ オ ン を刺入部位 に 電離させ た 後，刺入

部位 を含 む 胸部組織 の パ ラ フ ィ ン連続切片を作り，

そ の 切片を 2％ フ ェ ロ シ ア ン 化 カ リウ ム 溶液 と 2 ％

塩酸溶液との 等量 混合溶液で 処 理 する こ とに よ っ て，

電離 した 鉄 イ オ ン を フ ェ ロ シ ア ン 化鉄 として 検 出 し，

筋肉を同定 した。

　筋肉 お よ び 神 経番 号 の 命名 筋 肉番号は
，

主と

して Snodgrass（1929 ）が バ
ッ タ の

一
種 Dissoste−

ira　care “ na で 用い た命名方式に準拠 した。 各神

経節 か ら派出す る 神経根 お よ び神経根 か ら分枝 す る

側枝 は，前方の もの か ら噸次番号を付 した。

　　　　　　　　　結 　　　　　 果

　頸 部お よび 前胸部 の 筋肉系とそ の 神経 支配

　 筋肉系

　頸部 と前胸 部 に は
， 頭部と前肢 の 運動 に 関与す る

筋肉が あ り，本実験で は，前肢内の 筋肉を除 い て 42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ
対 の 筋肉が 同定された （図 1〜 3 ， 表 1） 。 個 々 の
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Fig．3．　 The 　 musculat 町 e　 in　 the　 righ む half　 of 　 the　 neck 　 and 　 thorax ．　 Hohzontal 　 sections

　　 at 　 two 　 different　levels，　viewed 　from　 above ．｛a ）horizontal　 s   tion　 at 　the　level　co ト

　　responding 　to　broken　line　
‘‘
a

”

　in　Figs．1　and 　2．（b｝horizontal　section 　at 　the　level
　　 correspond 藍ng 　to　 broken　line “ b ” in　Figs．1and 　2．　 The 　circles 　drawn 　in　 broken 蒙ines

　　indicate　the　coxae （Cx1 − Cx3 ）．　PIA1 ，PIA2　and 　P三A3
，
　first

，
second 　and 　third　pleural

　　 arms ；PIR1 ，　
first　pleural　ridge ；SA1 ，　f圭rst　sternal 　apophysis ．　For　other 　abbreviations

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　 see 　Figs．1and 　2，

筋肉の 形態およ び機能の 特微をまとめ る と次の よ う

に な る 。

　 48 ，49 後頭隆起の 後部背側か ら背部第 1 隔壁

まで走行す る背部縦走筋で あ る 。 49は 48に 比 べ て や

や 大型 で
，

よ り腹 側ic位 置 す る 。 両筋肉ともに ，水

平面内 に お け る頭 部の 回転筋 （rotator ） と して 働

く。

　 50　 頸部 硬 皮前方内側 か ら後頭隆起の 筋肉49の

付着点腹側 に か けて 走行する斜走筋 で ある。 垂直お

よ び水平面内 に お ける頭部 の 回転筋 として 働 く。

　 51　 頸部硬皮後方外側 か ら後頭隆起に か けて
，

筋 肉50の 外側 を
，
50とほ ぼ 平行 に走行する斜走筋 で

あ る 。 垂 直 お よ び 水平 面内 に お け る頭 部 の 回 転筋 と

して 働 く。

　 52　 頸部硬皮前方内側 （筋肉50の 内側）か ら前

胸背板前方内側 に か け て
， 食道に 沿 っ て 走行す る斜

走筋 で あ る。 垂 直お よ び水平面内で 頭部が回転す る

際 に ，回転筋 として 働 く。

　 53　 頸部硬皮後端外側か ら前胸背板前部，筋肉

52の 内側 に か けて 走行す る斜走筋 で あ る 。 垂 直 お よ

び水平面内で の 頭部の 回転筋 として 働く。

　 54己 頭部と頸部硬皮を結ぶ 短小な筋肉で あ る 。

　54b1 前肢 の 底節前方 か ら正中線を横切り、 反

対側 の 頸部硬皮前端 に 走行す る細長 い筋肉で あ る 。

左右 の 54b1 は
，

正中線上 で 交差する 。

　 54b2 　前胸側腕 か ら筋肉 54b1 とほ ぼ 平行 lc走

行 し
，

頸部腹側 の 中央付近 に 付着する細い 筋肉で あ

る 。

　 55a ，
　b　前胸側腕 より幕状骨後部 に か け て 走行

す る腹部縦走筋 で，腹側が 55a ，背側が 55b で あ

る。筋肉 は 54bl の 腹側を走行 す る 。

　 56　 背部第 1隔壁か ら頸部背側部 に か け て
，

数

本 に 分かれて 走行 す る薄 い 背部縦 走 筋 で あ る 。

　 57a 前胸前側板腹側部か ら幕状骨外側に かけて

走行す る腹部綾走筋 で ある。垂直 および水平面内で

の 頭部の 回転筋として働く。
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lA3
× 3

E

繍 谿1難 羅 i欝 蕊 壁飜 鑑鑼黼鞴
　　 For　other 　abbreviations ，

see 　Figs．1
，
2and 　3・

　5了1》 前胸前側板腹側部か ら後頭隆起 に あ る筋 肉

48の 付着点背側 部 に か けて ，外側を走行す る 細長 い

斜走筋 で，走行 の 途中で そ の
一

部 は 分岐して 頸膜の

背側部 に 付着す る。機能 的に は，垂直お よ び水平面

内で の 頭部 の 回転筋で あ る 。

　 57c 頸部硬皮前方 内側か ら背部頸膜後方外側 に

か けて ， 筋肉50の 内側 に 沿 っ て 走行する薄 い 筋肉で

　 あ る。

　 58a ，

　b　背部第 1隔壁か ら，
58a は 前胸背板

の 前方内側 に
，
59b は中央内側に か け て 走行する背

部 縦 走 筋 で あ る 。

　 59　前胸側腕 か ら背部第 1隔壁 に か け て 走行す

る 背腹 筋 で
，

中、後胸 の 籏肉 117b ，　 c　（後述 ） に

そ れ ぞ れ相 当 す る。

　 60a 前胸腹板側甲か ら中胸腹 板側甲に かけて 筋

肉 87a ，　b （後述）の 間を走行する腹部縦走筋 で あ

る 。

　 60b 前胸腹板側甲 か ら第2 棘 に か け て 筋肉 87b

の 背側を斜め に 走行す る腹部縦走筋 で あ る。

　　61　 前胸腹板側 甲 内端 か ら第 1棘に か けて 斜 走

す る腹部縦走筋 で あ る。なお ， 雌 で は 中胸 が 小 さ い

た め
， 筋肉 61 も短小で あ る。

　61x 前胸側腕 と前胸腹板側甲 と の 間 に あ る 短 い

筋肉 で あ る。 こ の 筋肉 は，中，後胸の 筋肉 86．115

（後述） に 相当す るが
，

そ れ らに 比べ て は るか に 小

さい 。

　62　前肢底節内側前方か ら側縁後方の 前胸背板

に か け て 走行す る 背腹筋 で ある。

　63　前肢底節後方 か ら前胸背板 の 側縁内端に 走

行 する 背腹筋で ，前肢底節 の 隔離筋 （remotor ） と

して 働 く。

　64a ，
　b　前肢 底 節 後側部 か ら， 64b は ま っ す

ぐ前胸背板側方 に，64a は や や 後方 に か けて 走行す

る背腹筋で あ る。前 肢底節 の 外転筋 （addnctor ）で

あ る。

　 64x 前胸側腕上部と前胸背板側部 とを結ぶ 短小

な筋肉で あ る 。 筋 肉 71bl と 71b2 の 間を走行し，

前胸側腕 と前胸背板 と の 付着部位 は 円板状icな っ て

い る。

　　65a，
　b　前肢底節後方か ら前胸背板後方 に か け
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Table 1 <1)

IIiJllems ･ esrefits ･

Comparison  between  muscles  of  four

thBte1

species  ofcrickets

Author

Species

   Voss

 <1904/5)
 Gr:yllus

domesticus

Muscle number

DuPorte(1920)

Gryllus
assimilis

 Kutsch

 (1969)
 Gryltus
campestris

Present work

  Gryllus

bimaculatus

Function

O.dlml

  dlm2

  dvm7

  dvm6

  ism2

  ism

  dvm6

 vlm2

 vlm3

 vlm4,5

Ldlmla

O,vlm5a

 idvml,2

 dwnaLdlm3a,b

 ism

 vlm4+5

 vlm6

 vlm7

 zm

 dvrn1

 dvm2pm6pm12dvm7

 stm

bmlbm2bm3bm7pm5pm4pm6adtm8bm4pm4advm5

   4

   4

   9

  10

   8
   7

  11

  13

   3

   2,1

  x[x

   5
   6

  12

  20,19

 21

 16

 17

 18XXIX

 22

 23

 24,24a

XXVIII

 28

 29

 30

 31

 27

 26

 25b

 25d25c,e2525a

49

58a  b
   ,59

 48

 49

 50

 51

 52

 53

 54a

 54bl

 54b2

 55a,b

 56

 57a

 57b

 57c

 58a,b

 59

 60a

 60b

 61

 61x

 62

 6364a,b64x65a,b65x165x265x3

66a66b6768a68b,c71bl71b271c71dl7!d2

Rotatorofhead

Rotator of  head
Rotator of  head
Rotator of  head
Rotator of  head

Rotator ef  head
Rotator of  head

Remotor  of  eoxa

Abductorofcoxa

Remotorofcexa

Promotor  of  eoxa

Prometor  ofcoxa

Depressor of  trochanter

Depressor of  trochanter

Depressor of  trochan  ter
Depressor  of  trochanter

b!ank inthecelumn,notavailable;-absent
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Table 1 (2)Comparison between  muselesof  four  species  ofcrickets

Author

Species

   Voss

 (1904f5)
 GT yltus
domestieus

Muscle  number

DuPorte

 C192e)Gryllus

assimilis

 Kutseh

 (1969)
 Gryilus
campestrts

Presentwork

  Gryllus
bimaeulatus

Function

II.dlml,2

  dlm3,4

  dvm7

  pm9

  pmlO,11

  pm12,13

  zm

 I,vlm2

  vlm3

  vlrn1II,dum1

dym6dvrn2

dym2

bm1bm2bm7ifinpm5a,bpm4pm14pml,2

pm6

pm7simstmbm3,6bm5dvrn5

pm3

bm4isrn

 35,36XXXVI

 45

 49

 47

 48

 LI

 14,14a

 15

 XIII

 38

38a39

39a

5253LI[5143424641

44

545340

40a

LV37

81a,b828385a85b85e86

89a

89b90

91

92

95a,b969798

99

100a100ble3a

103b

103c117b

81a,b828385a85b85c8687a87b8889a

89b90

91

92

93a93b95a,b969798

99

 99xl

 99x2100101103a

103b

103c117b

Elevator of  forewlng

Prom  otor  of  coxa

Eleyator of  forewing

Remotor  ofcoxa

Elevator of  forewing

Remotor  of  coxa

Abductorofcoxa

Depressor  of  forewing

Depressor  ef  forewing

Promotor  of  coxa

Depressor  of  forewing

Remotorofcoxa

Elevator of  forewing
Depressor  of  trochanter

DepressoT of  forewing

Depressor of  trochanter

b!ank  in the  celumn,  not  available;-  absent
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Table 1 (3)Comparison between  musele  of  four spe ¢ iesofcrickets

Author

Species

   Voss

 (1904/5)
 Gryllus
dom  es ticus

  Muscle

DuPorte(1920)Gryllus

assimilis

number

  Kutsch

   (1969)
  GryUus
         '
 campestrts

Present work

  Gryllus
bimacutatus

Function

III.dlrn1

  dlmla

   dlm3,4

  pm9

  pmlO,11

  pm12

  zmII.vlm4+5

  vlm3

III,dvml

dvm6dvm3,4

dvm2

  bm1II,vlm2

UI,bm5

  bm2

  pm5a,b

  pm4

  pml

  pm2

pm6

pm7bm3dvrn5

pm3

bm4ism

 57

 68

 67LXVIII

 34

 33

 59

59a60

60a

6932727064636262

65

667163

63a

LXXII
 58

112

114a114b114c115

118a

118b119

120

123125a,b126127128

129a

l29b130133a

l33b

133c117c

112a112b113114a114b114c115l16117118a

118b119

120

121a121bl,b2

122123,124

125a,b126127128

129a

129b130133a

133b

133c117e

Depressor of  hindwing

Elevatorofhindwing

Promotor  of  coxa

Elevator  of  hindwing

Remotorofcoxa
Elevatorofhindwing

Rernotorofcoxa

Abductor  of  coxa

Depressor of  hindwing

Dep  ressor  Qf  hindwing

Promoter  of  coxa

Depressor of  hindwing

Remotor  of  coxa

Elevator of  hindwing
Depressor  of  trochanter

Depressor of  hindwing
Depressor of  trochanter

blank in the  column'notavailab]e;-absent
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Ph1 Ph2　 SH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 MsG 　　　　　 　 臟 G

Fig ．5 ，　 Th ・ n ・rv・ us 　sy ・も・ m 。 f　th・ ・ight ・id・ ・ f 七h ・ th・・ax ・h ・w 三・g　th・ nu 阻 b ・・s ・ f

　　muscles 　innervabed　by　motor 　nerve 　branches ．　Br1　
− Br6 ，岱rst − sixth 　branches　i

　　Mn
，
　median 　nerve ； MsG ，　mesothoracic 　 ganghon ； MtG

，　 metathorac 　ic　 gang賍on ； PGl

　　prothoracic 　ganglion；R1 − R6
，
first− sixth 　nerve 　roo むs ；SG ，　suboesophageal 　ganglion

　　（、h。 wi ・g ・ nly 　th・ p ・ ・t・・i・・ part）；SH ，・en … yh ・i・；T ・ 、・t・ anSv ・・se ・erve ・F 。・ ・ th・ ・

　　 abbreviations ，　see 　Fig．1．

て 平行 して 走行する 2 本 の 背腹筋 で ，ともに 前肢底

節 の 隔離筋と して 働 く。

　65x1 ，x2 　 xl は気門 の 前部を背側か ら腹測 に ，

x2 は 気門 の 後部を xl と逆向き に 背側か ら腹側 に

かけて 走行す る 気門中 の 短小 な 筋肉 で あ る （図 2で

は，65x2 は 65x3 の 外 側 に あるた め， 図示 され

て い な い ） 。

　65x3 　気門 の 腹側 か ら前，中胸 間の 隔壁 の 中部

の 膜 に か けて 走行す る筋肉で あ る 。

　 66a 前肢底 節 の 外側 よ り前胸側腕 内側 に か け て

走行する筋 肉で あ る。

　 66b 前肢底節後内側 よ り前胸側腕内側 に か け て

走行す る筋肉で あ る （図 4 で は， 66b は 55a の 腹

側 に あ る た め，図 示 され て い な い 〉 。

　 6了　 第 ユ棘か ら前肢底籔外側後部に かけて ，筋

肉61の 腹側 を走行す る筋肉で あ る 。

68 ・
，
b

，
・ 68 ・ は 前 胸 前側板 の 腹端か ら前側

板背部に 走行す る背腹筋 で あ る。68b は 前胸 前 側板

の 腹端か ら側 縁 前側 に 沿 っ て ，68c は 68bの 内側 を

68b と平行 に 走行 し， それぞ れ 前胸背板外側 に 付着

す る背腹筋で ある。 68ahc は ともに 前肢底節 の

回前筋 （promotor ）として 働 く。

　71bl ，b2 ，　d1 ，d2 ，c　前肢転節後方 の 腱

か ら，71b1 ，　b　2 は 側腕 の 外側を 通 っ て ， 71b1

は 前胸背板後部 に，71b2 は筋 肉 71d2 の 後方を前

胸背板後部 に
，

ま た，71d1 ，　 d　2，　 c は 側腕 の 内

側を通 っ て ，71dl は前胸背板 に ある筋肉 68a
，
b ，

c の 付着点 の 前方 に
、

71d2 は側縁 の 後側 に 沿 っ て

前胸背板 に
，

71c は側腕に 走行す る 。
こ れ らの 筋

肉は い ず れも前肢転節の 下引筋 （depressor） とし
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て 働 く。

　　神経支配

　 頸部およ び前胸部 の 筋肉系 は
， 主 に食道下神経節

　と前胸神経節か らの 神経束に よ っ て 支配 され て い る

　 （図 5 ）。

　 食道 下 神経節か らは，第 6神経根 が後方 に 向 っ て

走行 し，前胸神経節 の 第 1神経根 と融合す る前 で そ

の 一部 が 分枝 して ，筋肉 55a
，
　b に終末する 。

　 前胸神経節か らは，第 1 〜 第 6神経根 お よ び横行

神経が 1対ずっ 走 行 す る 。 第 1神経根 は 食道下神経

節 の 第 6神経根と融合 し，前胸背部縦走筋 （48 ，
49，58a ，b ）に 終末する と共 iC

、 そ の 途中で 第 1，
第 2側枝 を 分枝す る 。 第 1側枝 は 第 2神経根 の 第 3
側枝 と融合 して筋肉 50，51 に、第 2側枝 は 中胸神

経節 の 第 1神経根 と融合 して 筋肉52に 終末す る 。 第

2 神経根は 6本 の 側枝を分技する。 そ の 第 1側枝 は

前肢内の 筋肉 に，第 2側枝 は頸 部 の 感 覚 毛基部お よ

び 57b に
，

第 3 側枝 は 筋肉 50
，
51 （前述） お よ び

57aに
， 第 4側枝 は筋肉 68a ，　b，　c に，第 5側枝

は筋肉53お よ び前 胸 背部 か ら中，後胸腹部を斜 め に 走

行す る血 管壁
、

さ らに 前胸背板 の 前端部 に あ る感覚

毛基部 に，第 6側枝 は筋肉62に そ れ ぞ れ 終末 して い

る。第 6 側枝 は さ らに 背側後方 に 走行 して い るが，
その 正確な終末部位 は不明で ある 。 な お，第 2側枝

と第 3側枝を結ぶ 細 い 神 経 束が 存在す る。第 3神経

根は筋肉 54b 工，　b2 ，
71b1 ，　b2，　c，　d2 に 終末

す る 。 また，第 3神経根 は そ の 基部 で 第 2 神経根と

融合する個体 もあ る 。 第 4 神経根は前肢 に 走行する

太 い 神経束で
， 聴覚神経 もこ の神経束 に 含まれ る 。

第 5 神経根 は
，

そ の 基部で 筋 肉 66a
，
67 に 走行す

る分枝 を 出 し
， さ らに 第 ユ側枝は筋肉 64a

，
b に

第 2側枝 は筋肉 63，65a ，　b に 終末す る。第 6 神経

根は 中胸神経節 の 第 1神経根 と融合 し
，

そ の 後 ， 2
本の 神経束 に 分枝する。そ の うち 1本 の 神経束は 中

胸神経節の 第 2神経根と融 合す る 。 他 の 神経束 は 分

技 して筋肉61に終末し
， 次い で 前胸神経節 の 後部中

央付近 か ら走 行す る横行神経と再び 融合す る。 融合

後 ， まもな く神経束 は 分枝 して 筋肉59お よ び前，中

胸間の 太い 気管に終末す る が
， 残 りは 前方 に 走行 し

て 筋肉52 （前述） に 終末する 。 中央神軽 は食道下神

経節 と前胸神経節間に あ る 1 対の 縦連合の 間 に あ る

1 本の 神経束 で
，

そ の ほ ぼ 中央ヵ・ ら左右の 筋 肉54a

に 終末す る分枝を出す。

　 なお，筋肉 56，57e ，6Da
，
b，61x

，
64x ，

65x1 ，x2
，
71d1 に 終末す る 神経に つ い て は，

その 走行径路を明 らか に す る こ とは で きなか っ た。

　 中胸部の 筋肉 系 とそ の 神 経 支配

　 筋肉系

　 中胸部に は 中肢および前翅の 運動 に 関与す る筋肉

が あ り，中肢内の 筋肉を除 い て 下記の よ うな31対の

筋肉が 同定され た （図 1〜 4 ） 。

　 81a
，
　b　第 1隔壁か ら第 2 隔 壁 に か けて 走行す

る背部縦走筋 で
卩 背側が 81a ，腹側が 81b で あ る。

　 82　 第 2隔壁の 117b 　（後述） 付着 部 の 外側 よ

り 中胸背板外側の 91 （畿述） の 付着部外側 に かけて

走行する 。

　 83　 中胸背板外側 の 前方 よ り中胸底節前方 の 腹

板 に か け，第 1隔壁 に 沿 っ て 走行す る背腹筋 で ある。

　 85a ，　b，
　c 　 85a は中胸側縁 の ほ ぼ 中央か ら中

胸背板 後 部外側 に か けて 91 と 99 （後述）の 間を，
85bは 中胸側縁背部か ら中胸背板前部外側に か け て

103a と 96 （後述）の 間を，85c は 中胸 側縁背部か

ら中胸背板後部外側 に か けて 91と99の 間を走行す る 。

　 86　 中胸側腕 か ら中胸腹板側甲に か けて 走 行 す

る 短 い 筋肉で あ る。

　 87a ，　b　87a は第 1棘か ら中肢底節前方 に か け

て 腹板上を，87b は 第 1棘 か ら中胸腹板側甲 に か け

て 87a の 背側 に あ る筋肉 60a と 60b と の 間を走行

する。

　 88　 第 1 棘か ら第 2 棘に か けて 走行す る細 い 腹

部縦走筋 で あ る。

　 89a ，　b　 89a は 中胸背板 の 前部 か ら 中肢底節前

部に か け て
，

89b は 89a の 外働を 89a と平行 し

て 走行する背腹筋 で あ る。89b は 89a に比 べ て や

や小型 で
， 腹側 に 長 い 腱 を 持っ 。89a は前翅 の 打ち

上げ筋 として 働 くほ か，中肢底節 の 回前筋と して働

く。

　 90　 中胸背板外側 の 接 部 か ら中肢底節後部に か

けて の や や 大型の 背腹筋 で ， 前趨 の 打ち上げ筋

（elevator ） と して ，また 中肢底節 の隔離筋 として

働 く。

　 91　 中胸背板外側 の 後部か ら中肢底節後部にか

けて 、筋肉90の 外側後方を 走行す るや や小型 の 背腹

筋 で
，

筋 肉 89b と 同様 に 腹側は や や長 い 腱とな る。
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前趨 の 打 ち 上げ筋お よ び 中肢底節の 隔離筋と して の

機能を もつ 。

　 92　 中胸腹板側甲内端 か ら中肢底節内側 の 前部

に か けて 腹 板 上 を 走 行 す る筋 肉で あ る 。

　93a ，　 b 　 93aは第 2棘か ら中肢底節外側の 後部

に かけ て 腹 板土を走行す る 。 93b は 第 2 棘か ら中，

後胸間側方 の 隔膜腹端 に か け て， 1ユ6 （篌述） の

背側を走行す る筋肉で あ る。

　 95a ，　b　両者は 中肢底節前方か ら走行 し
，

中胸

前 側板 に 付着す る薄 い 筋肉 で ，95a は前方に
，
95b

は後方 に 位置する 。

　 96　 中胸前側板背端か ら中肢底節外側 の 前部 に

か け，中胸側縁 に 沿 っ て 走行す る 背腹筋 で
， 中肢 底

節 の外転筋 として 働 く。

　 97　 中胸趨関節 前 端から中肢底 節前方に かけて の

背腹筋 で ， 前翅 の 打ち下げ筋 と して の 機能を もつ
。

　 98　 申胸遡関節前部 か ら中肢底節前方 に か けて

筋肉97の 内側を，そ れ と平行 に 走行する背腹筋 で
，

前翅 の打ち下げ筋 として s また中肢底節 の 回前筋 と

して 働 く。

　 99　 中胸 の 後 側 板 関 節節片 か ら中 肢底 節後 部 に

かけて 走行す る背腹筋 で あ る 。 前趨 の 打ち
一
ドげ筋お

よ び 中肢 底節 の 隔離筋 と して の 機能を もつ 。

　 99xl 中，後胸間 の 気門中を背腹方向に 背側前

方か ら腹側中央に 走行する短小な筋肉で ある。 前胸

の 筋 肉 65xl に 相当す る。

　 99x2 中
，

後胸間 の 気門中を 99x1 と逆方向に

走行する 。 前胸 の 筋肉 65x2 に 相当する。

　 100 　 中胸腹板側 甲中央 か ら中肢底節内側 後 部

に か け て 走行す る筋肉で 、前胸 の 筋肉 66aに 相当す

る。

　 101　 中胸腹板側 甲中央か ら中肢底節 の外側後

部 に か け て 走行す る。

　 103a ，　b，　c 　中肢転節後方の 腱 よ り， 103a は

中胸背板中央外側 IC， 103b は中胸 翅関節後部 に
，

103e は腹 板 側 甲 に か けて 走 行す る筋 肉で あ る。中

肢転節 の 下引筋 として 働 く。

　 書售7b 第 2 隔壁か ら中胸側腕 に かけて 走行す る

背腹筋 で あ る。

　 神経支配

　 中胸部 の 筋 肉系 は 主 と して ，中胸神経節か ら左 右

に ⊥本ずっ 派出されて い る第 1〜 第 6 神経根 お よ び

横行神経 に よ っ て 支配 さ れ て い る 。

　第 1神経根 は前胸神経節 の 第 6 神経根 および中艪

神経節の 第 2 神経根 か らの 分枝と融合 した後，一部

は 分枝 して 筋肉61 に 終末 し
， 残りの 神経束 は 再び前

胸神 経 節 の 横行 神経 と融 合す る （前述）。第 2 神経

根は 第 1神経根と融合する分枝を出す とともに
，

2

つ の 側枝 に 分岐す る。 そ の 第 1側枝 は 第 3 神経根 の

第 1側枝と
一

諸に な っ て，第 1隔壁 の 感覚毛基部 に

終末す る。第 2側枝 は筋肉 81a ，　 b お よ び 82 に 終

末す る 。 第 3神経根は大 きく 4本 の 側枝 に 分岐 し，

そ の 第1 側枝は筋 肉 89a ，　 b お よ び83に 終末する分

枝 を 出 した後 ， 背側 に 走行 して 第 2 神経根 の 第 1 側

枝 と融合す る。第 2側枝 は 細か く分枝 を 出 して ，筋

肉 95a ，　 b
，
96 ，97 ，98 に そ れ ぞ れ終末す る 。 第

3側枝は中肢 内に 向か っ て 走行す るが ， そ の 詳細な

走行 径路 は 不 明 で あ る。第 4 側枝 は 筋肉 92，103a ，

b
，

c に 終末する。 第 4 神経根は中肢 に 走行す る神

経束 で あ る 。 第 5 神経根は 第 1側枝 と第 2 側技 に 分

岐 し
， 前者 は 筋肉 85a

，
　 b，

　 c に ，後者 は 筋肉 90 ，

91 、 93a ，99 に そ れぞれ終末す る。 また．第 1側

枝 の 分枝 の
一

つ は 第 3神経根 の 第 2側技 と融合す る 。

縦連 合か ら分か れ た 第 6 神経 根 お よ び 横行神経 は，

後胸部神経節 の 第 1 神経根 と融合す る。 な お
， 筋 肉

86
，
87a ，　 b

，
88

，
99 ，99x1

，
99x2 ，100

，

101 に 終末する神経 に つ いて は そ の 走行径路を明 ら

か にする こ とは で きなか っ た。

　後 胸部 の 筋 肉系 と そ の 神 経 支配

　筋肉系

　後胸部 で は31対 の 筋肉が同定 された。後胸部の 背

部縦走 筋 と背腹筋 の 大部分 は，頸部，前胸部．中胸

部 に 比べ て よ く発達 して お り，機能的 に は 後肢 と後

翅 の 運動に 関与す る筋肉で あ る 。 こ れ らの 筋肉の 個

々 の形態的，機能的な特徴 は 次の よ う に な る 。

　 112a 　第 2隔壁 か ら第 3 隔壁 にか け て 走行する

大型 の 後胸背部縦走筋 で
， 後廻 の 打ち下げ筋 と して

働 く。

　 112b 　 ll2a の 外側 を後胸背板中程 ， 119 （後

述） の 付着部 の 内側 か ら第 3 隔壁 に か けて 走 行す る。

や や 短 い筋肉で あ る。

　 113 　 第 3隔 壁 の 1ユ7c （後 述 ）付 着 部 の 外側

よ り， 後胸背板外側 の 120 　（後述） の 付着部外側

に かけて 走行する薄 い 筋肉で あ る。

　 114a ，
　b

，
　c 　 114a は 後胸側縁 の ほ ぼ 中央か

ら後胸背板後部外側 に か けて 斜 め に
，

119 と 129a
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（後述）の間を走行する筋肉で あ る 。 114b は後胸

背板前 部 外側か ら後 胸 側縁背部 に か けて 133a と126

（後述） の 間を走行する小型 の 背部縦走筋で ，114c

は後胸側縁背部か ら緩胸背板後部外側 に か け て ，119

と 129a の 間 を 走行す る やや大型 の 背部縦走筋で あ

る 。

　 115 後胸側腕 と後胸腹 板側 甲 と の 間に あ る短 い

筋肉 で あ る 。

　 116 後胸腹板 側甲 か ら中胸腹板側甲に か け て 走

行す る腹部縦走筋 で あ る 。

　 11了 螢胸腹板側甲か ら第 2棘 に かけて ，筋肉 ユ16

の 背側 を走 行す る筋 肉で あ る 。

　 11了c 第 3隔壁か ら援胸側腕 に かけて 走行する

背腹筋 で あ る。

　 118a ，　b　両筋肉共に 後胸背板前部の外側か ら

後肢底節前部 に か け て 走 行 す る 背腹 筋 で
，

1 ヱ8a は

大型で あるが
，

そ の 外側を平行 して 走行す る 118b

は 比較的小型 の 筋肉で
， 腹側 に 長 い 腱 をも っ て い る。

118a は 後 趨 の 打ち上 げ筋 と して ，ま た後肢底節 の

回前筋 として 働 く。 118b は そ の 走行 か ら後肢 底 節

の 回前筋 と考え られ る が，その 詳細 は 不 明で あ る 。

　 119 後胸背板後部外側か ら後肢底節後部 に か け

て 走行する大型の 背腹筋で
， 後趨の 打 ち上げ筋 と し

て ，また 後肢底節 の 隔離筋 として 働く。

　 120 後胸背板後部 の 外側か ら後肢底節後部 lcか

けて、筋肉 ユユ9の 後外側を平行 して 走行す る 比較的

小型 の 背腹 筋で
，

後 肢 底 節 か らの 長 い 腱 を 持 っ 。 後

翅 の 打 ち上 げ筋 と して ，また 後肢底節 の 隔離筋 とし

て 働 く。

　 121a 後肢底節前部か ら後胸腹板側甲内端 に か

け て 走行する筋肉で あ る 。

　 曾21b1 ，　b2 第 2 棘 か ら後肢底節前部 に か けて

走行す る筋肉で あ る。 121b1 は後肢底節の 前外側

部 （筋肉 128 と 129 の 付着部の 間） に，121b2

は 後肢底節 の 前方 （筋肉 118の 付着部 の 内側）に付

着す る。

　 122 後胸 側 腕 外 端 か ら後肢 底 節外側 に か けて 走

行する。

　 123，薯24 後胸腹板側甲か ら後肢底節 の 外 側

（筋肉 1工9 と 129a の 付着点の 間） に か けて 走行

する筋肉で ， 123 が 外側 に ，124 が内側 に位置す

る。

　 125a ，　 b　後肢底節前方か ら後胸前側板 に付着

す る 薄 い 筋肉 で， 125a は 前方に， 125b は後方

に 位置する。

　 126 後胸 前側板背端か ら後肢底節前部外側 に か

けて
，

後胸側縁 に 沿 っ て 走行す る背腹 筋で
，

後 肢底

節 の 外転筋 と して 働 く。

　 12ア 後胸翅関節前端か ら後肢底節前方 に かけて

の 背腹筋 で
，

後 翅の 打ち下げ筋 と して 働 く。

　 128 後胸翅関節か ら後肢底節前方 に か けて，筋

肉 127 と平行 に 走行す る背腹筋で ，後趨の 打 ち 下 げ

筋 と して
， また後肢底節の 隔離筋 と して 働 く。

　 129a 後胸後側板関節節片か ら後肢底節後部 に

か け て 走行 す る大型 の 背腹筋で，後翅 の 打ち下げ筋

として，また後肢底節 の 隔離筋と して 働 く。

　 129b 後胸後側板背部か ら中程 にか け
， 後側板

に 沿 っ て 走行す る 薄 い 筋肉で あ る 。

　 130　 後胸腹板側甲の 中央 か ら，筋肉 123 ，124

の 腹側を，後肢底節の 後方に か け て 走行す る筋肉で

あ る 。

　 133a
，
　b

，
　c　133a は 後胸背板前部 の 外側か ら，

133b は 133a の 外側を後胸翅関節後部の 内側か

ら， ユ33c は 後胸腹板側 甲 中央 か ら共 に 後肢転節後

部 に か けて 走行 し，後 肢転節 の 下引筋 と して 働 く。

　 神経支配

　後胸 部の 筋肉系 は 主 と して 後胸神経節 に よ っ て 支

配 され て い る 。 後胸神経節か らは 第 1〜 第 6神 軽根、

横行神経，お よ び第 5 神経根 と横行神経問，横行神

窪 と第 6 神経根間か ら腹部に向う神経束が 各 1対ず

っ 派出 して い る （図 5 ） 。

　第 1神経根は後胸神経節 か ら派出 して ま もな く中

胸神経節 の 第 6 神経根 と融合 し，さ らに末梢側で 中

胸神経節 の 横行神経と融合する 。 横行神経 と融合後，

神経束 の 一部 は 分 枝 して 筋 肉 93b ，116 ，　お よ び

ユ17b に 終末 し，残 りの 神経束 は 再 び 後胸神経節 の

第 2 神経根 と融 合す る。第 2 神 経 根 は 第 1 神経根 と

融合後，筋 肉 118a の 前 方 に 沿 っ て背側 に 向か っ て

走行 し
， 第 1，第 2側枝 に 分岐す る。第 1側枝は 途

中で 第 3 神経根か らの 分枝 と一諸 に な っ て
， 後胸背

板前方 の 感覚毛基部に走行す る 。 第 2側枝 は 末梢 で

分技 して 筋 肉 112a に 終末す る と共 に，後 胸 背板 後

方お よ び第 3隔壁背部 の 感覚毛基部に 走行す る 。 な

お
， 第 2神経根 の 基部か らも分枝 が 派出して い る が

，

そ れ が 支配す る筋肉な ど ICつ い て は 不 明 で あ る 。 第

3 神経根 は 4 本の側枝 に 分岐 して い る。そ の 第 1側

枝は筋肉 118a ，　 b に 終末す る と共 に
． 末梢側で 第

2 神経 根 の 第 1 側 枝 と一
緒 に な る （前述）。第 2
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側 枝 は 筋 肉 125a ，b，　i26，127，128 に 終末する

が
，

筋肉 126 に 走行する 途中で，第 5神経根の 第 1

側枝か らの 分枝 と融合す る 。 第 3側枝 は 後肢 の 底節

に 向 うが，そ の 詳 しい 走行径路は 不明 で ある 。 第 4

側妓 は他の 測枝 に 比 べ て よ り腹側 に あ っ て
， 筋肉

12ユa ，133a
，
　 b

，
　 c に 終末す る。第 弓神経根 は 後

肢 に 向 っ て 走行す る太 い 神経束で あ る。 rg　5 神経根

は 2本 の 側 枝 に 分岐す る 。 そ の 第 1側枝 は筋肉 114a，

b，c に終末す るが．　 そ の 途中で 分岐を出 して第 3

神経根 の 第 2側枝 と融合する （前述）。 第 2 側枝は

細 か く分枝 して ，筋肉 119 ， 120 ， 122 ，
ユ23

，
124

，

129a に終末す る。第 6 神経根 は 縦連合か ら分枝 し

て 腹 部 に 走行 す る 。 横行神経 は 分岐 して 筋 肉 117
，

117c ，ユ30 に終末するほ か，神経束 の
一

部 は 腹

部 に向っ て 走行す る。 ま た
， 第 5神経根 と 横行神経

の 間 お よ び横行神経 と第 6 神経根 との 間 か ら細 い 神

経束 が 分岐 して 腹部 に 走行す る。なお，筋肉 li2b ，

113
，
115

，
121bl

，
b2

，
129b に っ い て は

，

それ らを支配する神経 の 走行径路を明 らかに する こ

と は で きな か っ た 。

考 察

　本実験 で は
，

フ タ ホ シ コ オ ロ ギ の 頸部 と前胸部 で

42対の
， 中胸部 で 32対 の ，後胸部 で 31対 の 筋肉を そ

れぞ れ 同定 し，
さ らに 食道下神経 節 お よ び 胸 部神経

節 か らこ れ らの 筋肉へ の 神経走行 を明 らか に した 。

フ タ ホ シ コ オ ロ ギで 明 らか に さ れ た筋肉系 の 詳細を，
こ れ まで に 報 告 さ れ て い る他 種 コ オ ロ ギ，Cryllas

demestieus　（Voss，1904／ 5），G．　assimilis

（DuPorte ，1920 ），G。　camPestris （Kutsch ，

1969 ）　，　Te ！eogryttus 　oceanic π s　（Carlson，
1977 ） の そ れ ら と比較す る と，近縁種問 に お い て

さ え い くつ か の 相 違 点が 見出 され る 。 次 に こ れ らの

相違点を挙げ な が ら，
フ タ ホ シ コ オ ロ ギ の 筋肉系と

神経走行 の 特微を述 べ て み る。な お，他 の コ オ ロ ギ

で は 神経走行 の ま とめ た 研究 は
，

こ れまで に 行われ

て い な い 。

　
一般に コ オ ロ ギ 類 で は，中胸部 と後胸部 の 背部縦

走筋や 背腹筋は互 い に相同 の 位置 に 存在 して い るが，
一

部 の 例外 （例え ば
， 筋肉 114a ）を除 い て s 後 胸

部 の 筋 肉 は 中胸部 の 筋肉 よ り発達 して い る 。 特に 後

翅 の 飛翔運動 に 関 与する 後胸部の 背腹筋 118a ，119，

128，129a およ び背部縦走筋 112a の 発達は著 し

い 。 しか し
，

中胸部 の 筋 肉 65x3
，
83 お よ び 後胸

部の 筋肉 129b は　それ ぞ れ後胸部と中胸部 に 相 同

の 筋肉が 見 当 ら な い 。ま た一般 に，胸部の 大部分の

もの は
一

つ の 体節内 に 存在す る か，ま た は 二 つ の 体

節 に かけて存在 して い る。 しか し
， 筋肉 60bは前胸

か ら後胸まで 三 つ の 体節 に わ た っ て 走行する唯一
の

筋 肉で あ る 。 また，前胸 内の み に 存在す る筋肉 54

b1 は，正中線 を横切 っ て 左右に 斜走する唯一の筋

肉で あ る 。

　
一

方 ， 胸部 の 筋肉系 の 基本的な走行 に 関 して は ，

腹部 の 筋 肉系 （白井 と山 口，未発表） で み られるよ

う な雌 雄 差 は 全 くな い
。 た だ

， 雄 の 中 胸 部 の 筋肉，

中で も特 に 背腹筋 は 雌 の それ らに 比べ ると，非常 に

よ く発達 して い る。こ れ は雄 の み が 左右 の 前趨 を 動

か し， 前翅に ある摩擦器 を こ すりあ わ せ る こ とに よ

っ て ，歌 を奏 で る こ とに 直接結びつ けて考え る こ と

が で き よ う 。 ま た
， 雌 に 比 べ る と，雄 で は筋 肉88が

長く，第 1 棘 と第 2棘 との 間隔 も長 い 。

　と こ ろで
，

GdomestieUS や G ・assimilis で 報

告 され て い る筋肉 （Voss ，1904／ 5； EhPorte ，

1920 ） の 中 に は
，

本実 験 で 用 い ら れた C．　bimac”
−

latus に 見 出 され な か っ た もの が あ る 。 す な わ ち
，

他 の コ オ ロ ギ で は 中， 後肢底節 の 筋 肉 92
，
121a に

相同 な筋肉 が 前肢底節 に
， 前 ， 後肢底節 の 筋肉 66a，

ユ23
，
124 に 相同な筋 肉が中肢底節 に

、 そ れぞれ存

在する こ とが報告されて い るが，そ れ らの 筋肉 は
，

Gbimaculatus で は み られ な か っ た 。 また
，
　 G．

domesticus の み で 報告 （Voss、 1904／ 5）され て

い る後胸部の 筋肉 129b に 相同な中胸部 の 筋肉 も確

認 され な か っ た。 逆 に，G．　bimacuiatas で 見出さ

れ た 筋肉で，他種 コ オ ロ ギ で 報告され て い な い もの

が あ る。す な わ ち
，

Cn　domesticus で は 気門 に 存在

す る筋 肉 65xZ 　 x3 に 相 当する筋肉が，　C．　assimi
−

’∫ε で は 前胸部の 筋肉 65a ，　 b お よ び 媛胸部 の 筋肉

112b ，113 、114a に 相当する筋肉が 報告さ れ

て い ない （Voss ，1904／ 5 ；DuPorte ，
1920 ） 。

ま た
，

Gp　camPestris で は
，

主 に 中 ， 後胸部 の 背腹

筋 と背部縦走筋 の みが調べ られ て い るが ， 後胸部 の

背部縦走筋 1ユ2b ，113 に 相当す る筋肉は報告 され

て い ない （Kutsch，王967 ）。 さ ら に，　 G．　assimi −

tisで は
，

中胸部 の背腹筋 83は 雄 に の み存在す る こ

と が報告され て い る が （1］hiPorte，1920 ），G
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bimacutatus で は 雄の 方 が 発達 してい る もの の，雌 に

も背腹筋83が存在 して い る 。 な お
，

Teteogry〃 us

oceanieus の 頸部 ， 胸部の 筋肉系に つ い て は，同定

され て い る筋肉数 が 少 な い の で ，G．　bimacalatUS

の筋肉系と対比 す る こ とは で きない （Car！son ，

1977 ）。 以上 の よ うに，コ オ ロ ギ の 筋肉系は 種間

で 若干 の 差 異が み られ る が，こ の 差異 は あ くま で 種

特異的 な もの か ，それ と も解剖の 精度 に 由来す るも

の か は
， 本実験 の 範囲 で は 決 め っ ける こ とは で きな

い b

　同定された ユ05 対の筋肉 の うち，81対 の もの につ

い て は，そ れぞ れ の 筋肉に 走行 して い る神経枝を確

認するこ とが で きた （図 5） 。 神経走行 の 詳細 につ

い て は 不明な点 も多 い が，雌雄差だ け は まっ た く見

られ な か っ た。

　
一

般 に，
一

つ の 胸部 呻経節か ら派出す る 神経枝 の

大部分 の もの は，同 じ体 節内 に存在 す る筋 肉に 走行

して い る 。 しか し中 に は ， 頸部 の 筋 肉52 に み られ る

よ う に，互 い に 隣接する二 つ また は 三 っ の 神経節か

らそ れ ぞ れ派出す る神経枝が，同
一

の 筋肉 に 走行 し

て い る場合もあるs したが っ て，主として 頸部の 諸

筋 肉 に よ っ て 駆動 され る頭 部 の 運動 と
， 前胸 部の 諸

筋 肉 に よ っ て 駆動され る前肢 の 運動 は，そ れぞ れ食

道 下 神経 節，前 胸 神 経 節 お よ び 中胸 神経 節 に よ っ て

制 御 さ れ る こ と に な る。 ま た
， 中胸 部 の 諸筋肉に よ

っ て 駆動され る 中肢と前建 の 運動 は，前胸神経節 と

中胸神経節に よ っ て 制御され，後胸部 の 諸筋肉に よ

っ て 駆動 さ れ る後肢 と後趨 の 運 動 は，中胸神経節 と

後胸神経 節 に よ っ て 制御され る こ と に な る 。 お そ ら

く，
こ の よ うな運 動 の 多神経節制御の 実態 は

， 本実

験 で 得 られた結果をもとに して ，今後，個 々 の 運動

ニ ュ
ーロ ン や ，神経節間を縦走 して い る 介在 ＝ ユ

ー

ロ ン の 形態と機能の 両 面 を解析す る こ とに よ っ て，

よ り明らか に され る で あ ろ う 。
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